
社会福祉施設における
労働災害防止対策

令和３年６月 東近江労働基準監督署
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社会福祉施設における労働災害発生状況
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社会福祉施設における休業４日以上の

災害

令和元年 休業4日以上の災害

（確定値）

令和2年 休業4日以上の災害

（確定値）
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社会福祉施設（東近江署）

確定値

休業４日以上の災害件数

令和２年に各署増加してお
り、特に東近江署管内で大
幅に増加。

東近江署管内の状況は、
近年と比べて令和２年に
大幅増加。
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東近江署管内・事故の型別労働災害
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東近江署・事故の型別（休業4日以上）確定値

転倒 動作の反動・無理な動作 その他

従来から全災害の６割以上を占めてきた「転倒」「動作の反動・
無理な動作」がいずれも２倍以上増加している。（「その他」の
増加の主要因である新型コロナウイルス感染症による災害を除け
ば令和２年の「転倒」「動作の反動・無理な動作」の割合は８割
以上）「転倒」「動作の反動・無理な動作」は腰痛発症の要因に
もなっている。 3



災害事例（転倒）
発生日 概要 休業見込

R2.10.27
帰宅しようと施設内の階段を降りていたところ、電気がつ
いていなかったこともあって足を踏み外し、３段目から踊
り場まで滑り落ちて手首の靱帯を損傷した。

9日

R2.5.21
保育所の庭裏で子供の見守りをしていたところ、雑草が
茂っていたため溝に気づかず、溝にはまって転倒し、足首
から甲にかけて靱帯を損傷した。

1か月

R1.8.23 訪問先の駐車場で縁石につまずいて転倒し、足を骨折。 3か月

H31.2.26

施設玄関前のゴミ捨て場から職員通用口へ向かって台車
（折り畳み式の袋状のもの）を押していたところ、点字ブ
ロックに台車の車輪が引っ掛かかった衝撃で台車が折りた
たまれたため、台車と共に前のめりに転倒し、手首を骨折
した。

2か月

H31.1.9
朝の送迎時に天候が悪かったため、利用者宅前の通路を小
走りしたところ、草除け防止シートのくぼみで足を滑らせ
て転倒し、花壇を囲っていた石に手指を打って骨折。

1週間
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転倒災害の原因

転倒災害は、主に「滑り」（床面の濡れ・滑りやすい床材）、
「つまずき」（床の段差・荷物・商品）、「踏み外し」（階段の
昇降時など）により発生しています。

これらの防止のためには、設備的

対策及び継続的な４Ｓ活動等が有

効です。

また、転倒災害は高齢層ほど転倒

リスクが高くなります。

右のグラフから、年齢が高くなる

程災害件数に占める割合が増加し

ていることがわかります。

転倒災害発生状況(滋賀県内 休業４日以上)
（R２年）
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転倒災害防止対策

【設備的対策】

■ 段差、すき間の解消 ■ 照度の確保

■ 滑り止めマットの設置 ■ 段差の表示

【ソフト対策】

■ ４Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）の活動

例）掃除用具などを場所を決めて格納する（通路
や作業スペースの確保）

例）濡れた床はすぐに拭く

■ ヒヤリハット活動 ■ 転倒予防体操

■ 転倒マップの作成 ■ 滑り難い作業靴
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ドアの
開閉に
注意

転倒
注意

□ 床にある荷物や水たまりを取り除く

□ スロープなどで段差を解消する、又は
トラテープなどで危険箇所を明示する

□ ステッカーを掲示し、注意喚起する

例えば
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対策例①

玄関の段差を解消

段差の解消！
段差の見える化！
滑りの防止！

H27年度厚生労働省委託事業「社会福祉施設における労働災害防止のための好事例集」より 8

玄関に屋根があるため、玄関が雨に濡れない



対策例②

浴室の床を滑り止めの材料に
した例。

浴室の転倒防止対策 着脱室の転倒防止対策

利用者が手すりにつかまって
立ち、介護者が着替えを手伝
うためのもの。

9H27年度厚生労働省委託事業「社会福祉施設における労働災害防止のための好事例集」より



対策例③

通行スペースに物がはみ出さな
いように置き場所を確保。

ベッドが定められた位置に格納
されている。

消火器が通行スペースにはみ出
さないように置かれている。

決められた場所に
整理整頓
→つまずきの防止H27年度厚生労働省委託事業「社会福祉施設に

おける労働災害防止のための好事例集」より 10



対策例④

作業に適した靴を

着用することも重要です。

【ＰＯＩＮＴ！】

① 靴の屈曲性

② 靴の重量

③ 靴の重量バランス

④ つま先部の高さ

⑤ 靴底と床の耐滑性のバランス
たいかつせい

① 接地面

大
接地面

小

③

※先芯が樹脂製
のものをおす
すめします。

安定 不安定

④ つま先

高
つま先

低
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対策例⑤

「ヒヤリハット活動」

１件の重大災害の裏には、２９件の軽傷災
害、３００件の危険なことが起こったが災害
には至らなかった事象（ヒヤリハット）があ
ると言われています。

「ヒヤリハット活動」とは、このヒヤリハッ
トについても報告を求めることで、危険有害
要因を把握して対策を講じることや、労働者
の危険意識を高めることにより、災害を未然
に防ぐことを目的にした活動です。
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転倒災害防止対策チェックリスト
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腰痛災害発生要因

■動作要因

重量物の取扱い、不自然な作業姿勢、

人力による抱上げ 等

■環境要因

作業空間・設備の配置（作業空間が狭いために不自然
な姿勢で作業を行う 等）

床面の状況（スリップや転倒の際に、腰部に瞬間的な
負荷がかかる 等）

照明（足元の確認が不十分なための踏み外し 等）

温度（寒冷による筋肉の緊張）

■個人的要因

年齢、筋力、既往症 等

４Ｓの徹底！
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腰痛予防体操の導入



重量物の取扱い

令和元年度「腰痛予防対策講習会テキスト」
（保健衛生＿講義）より

制作：（株）平プロモート
監修：中央労働災害防止協会

同じ重量物を持つ場合でも、姿
勢によって椎間板に対する負担
が異なります。

不自然な姿勢をとらざるを得な
い場合でも、①ひねる・曲げる
角度は小さく、②頻度と時間を
最小限に、③支えを利用する、
などの対策を検討してくださ
い。

なお、「職場における腰痛予防
対策指針」では、満18歳以上の
男性が取扱う重量を体重のおお
むね40%以下、満18歳以上の女
性は更に男性が取り扱える重量
の60%程度とするよう求めてい
ます。

この重量を超える場合は、２人
で作業する、道具を使用するな
どの検討を行ってください。 15

動作や姿勢による椎間板圧縮力



作業姿勢

● 腰を落として腰椎を
前弯に保つ。

● 物はできるだけ体に
近づける。

● 正面を向いて作業している。
● 適切な高さで作業している。

● 作業位置が低く、腰椎が後弯している。
● 体をひねって作業している。

腰椎が前弯
していると
負担が少な
い。
中央労働災害防止協会
H22年10月「介護業務で
働く人のための腰痛予
防のポイントとエクサ
サイズ」

重量物取扱い
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介護作業時

● 腰椎が後弯している。
● 物が体から離れている。



人力による抱上げ作業の解消

移動用リフト車

リフト付き入浴槽

H27年度厚生労働省委託事業「社会福祉施設における労働災害防止のための好事例集」より

昇降式入浴器

人力による抱上げ作業の解消
のために事業場が導入した機
器の例です。

スライディングボードなどの
福祉用具を導入することによ
り、自動化、省力化を積極的
に進めてください。
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転倒・腰痛予防体操

厚生労働省のホームページから

転倒・腰痛予防体操の動画等を

見ることができます。
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エイジフレンドリー補助金のご案内

・令和２年度に、６０歳以上の高齢労働者を雇用
する中小企業等の事業場を対象に、職場環境の
改善に要した費用の一部を補助する「エイジフ
レンドリー補助金」が新設されました。

・令和３年度も６月１１日から申請の受付を開始
しています。今年度の申請期間は１０月末まで
です。設備的な対策を講じていただく際にはご
活用について是非ご検討ください。

・なお、補助の具体的な条件、応募手続き等の詳
細は、同封したリーフレット又は厚生労働省の
ホームページを確認してください。
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こちらもご検討ください

各種要件があります。
詳細は下記にお問い合
わせください。

滋賀労働局 助成金コーナー

電話 077-526-8251

大津市打出浜14番15号

滋賀労働総合庁舎5階

令和3年度版リーフレット


